
総合型クラブに関する広報活動を
実施したか

※中間支援組織に係る業務を行う
者を配置する場合に入力

実施回数

統合又は
解散クラブ

件

主な指導・助言内容

○クラブの活動状況の聞き取り
○クラブの会員確保に向けた取組の聞き取りとその取組に対する指導助言
○クラブアドバイザー及びアシスタントマネージャー資格取得に向けた指導助言
○登録更新に係る資料作成指導

クラブ間ネットワーク構築
異分野間との共同事業

※クラブアドバイザーを配置する
場合に入力

実施内容
クラブ訪問の際、公認スポーツ指導者の資格取得に向け
た指導助言を行った。

チラシ等の作成回数 8 回

地域住民への説明実施回数 回

新設
クラブ

件
休止中
クラブ

1 回 設立済クラブ

20 日 25

40

総合型クラブの関係情報の分析を
行ったか（総合型クラブ運営の

PDCAサイクルの実施状況の収集）
※中間支援組織に係る業務を行う

者を配置する場合に入力

実施内容
登録認証制度の更新申請時に２２登録クラブから自己点
検・評価を提出してもらい、その収集集データをもとに
分析を行った。

日

実
施
し
た
事
業
の
内
容

派遣場所
○設立クラブ２２クラブ
○創立準備クラブ１クラブ
○２５市町村

派遣回数
総合型クラブ
未設置地域

1

事業計画及び当該年度実績

年度当初計画 実績

総合型クラブへの指導日数 200 日 237 日

未設置市町村への普及・開発活動日数

回

都道府県内の
クラブ数

22 クラブ 件

回 創設準備クラブ

事業の成果
（事業計画書に記載した

「目的及び期待される効果」を踏まえ
て記入すること）

⑴令和５年度は、クラブアドバイザーと中間支援組織スタッフを配置したことで、両者が連携を図
  りながら、県内の総合型クラブの育成及び支援はもとより、登録・認証制度に係る事務手続をス
  ムースに実施することが出来た。
⑵クラブアドバイザーを配置したことにより、クラブ訪問及び市町村訪問をくまなく実施すること
  ができ、各種の情報提供や細かな情報収集をとおして、クラブの支援に寄与することができた。
⑶未登録クラブに対して、次年度以降に向けた申請手続きスケジュールを作成すると共に、未登録
  クラブに対して、登録に向けた関係情報の周知を図ることが出来た。

事業に対する評価

　クラブアドバイザーと中間支援組織の２名を配置したことにより、前年度以上の事業の効果が図
  れた。
　次年度以降に向けて、更なる事業の取組を推進していく体制が構築できた。

〔団体としての数値目標〕 〔数値目標に対する結果〕

宮崎県内の登録・認証済みの２２クラブについ
て、年１回以上の訪問を行うこと、又、１０の未
登録・認証クラブの登録に向けた積極的な支援活
動も行っていく。あわせて、クラブ未設置市町村
への働きかけも行う。

宮崎県内の登録・認証済みの２２クラブについ
て、クラブ訪問を最低１回行うことができた。ま
た、１村を除く２５市町村の訪問を実施すること
ができた。また、設立準備中のクラブ訪問も実施
することができた。

配置日数 日

年 月 日月 日 ～ 令和配置状況
※両事業を同一人物にて実

施する場合のみ入力

配置期間 令和 年

年 3 月 31 日月 1 日 ～ 令和 6
配置状況

※中間支援組織に係る
業務を行う者を配置する

場合に入力

配置期間 令和 5 年 4

配置日数 178 日

配置日数 237 日

6 年 3 月 31 日4 月 1

令和５年度 事業報告書

【総合型地域スポーツクラブ活動助成】

助成事業細目 クラブアドバイザー等配置事業

助成事業者名 公益財団法人宮崎県スポーツ協会

日 ～ 令和

事業名 クラブアドバイザー等配置事業

助成対象事業 両方配置
※左の欄の3パターンのいずれかを選択してくださ

い。

配置状況
※クラブアドバイザーを配

置する場合に入力

配置期間 令和 5 年

実施した

実施しなかった

実施した

実施しなかった

実施した

実施しなかった


